
グラタンおばあさんとまほうのアヒル とりになった きょうりゅうのはなし あべこべものがたり（北欧民話）
ほくおうみんわ
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グラタンが大すきなおばあさんは、 大 むかしに生きていたきょうりゅう むかし、あるところにフリツルさんという、
おお い

まいばん、グラタンを 作 って食べまし の 中 には、 犬 やねこくらいの 大 きさで、 とても気むずかしい、おこりっぽい 人 がいま
つく た なか いぬ おお き ひと

た。お気に入りのグラタンざらには、 ふさふさした「うもう」がはえている した。おかみさんのすることはなんでも気に
き い き

エプロンをかけた黄 色 いアヒルの絵が ものもいました。そして、木の 上 で 生 入りません。そのうえ、おかみさんがしてい
き いろ え き うえ せい い

ついています。このアヒルはふしぎな かつし、さらに 長 い 年月 で、 空 をと るうちの 中 のしごとは、 楽 だとおもっていま
なが ねんげつ そら なか らく

アヒルで、エプロンのポケットからざ べるようになりました。やがて 大 きな した。そこで、つぎの日、しごとをとりかえ
おお ひ

いりょうをだしたり、おさらからとび きょうりゅうはしんでしまいましたが、 ることにしました。フリツルさんは、おひる

だすこともできるのです。ある日、ア とぶことができる 小 さなきょうりゅう ごはんのじゅんびや、 赤 んぼうや 牛 のせわな
ひ ちい あか うし

ヒルは、おもしろいことをさがしにでかけました。 は、いまでもすがたをかえて生きのこっているのです。 どを、じょうずにできるでしょうか。
い

もりのへなそうる なつのゆきだるま
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ある日、てつたとみつやのきょ 冬 のさいごのゆきの日に、ヘン
ひ ふゆ ひ

うだいは、 森 へたんけんにでかけ、 リーとおにいさんのピートは、 小
もり ちい

大 きなたまごを見つけます。つぎの日、 さなゆきだるまをつくりました。
おお み ひ

おにぎりの 入 ったリュックサックなど ヘンリーはそのゆきだるまを、ピート
はい

をもって、またでかけると、かおがカ にはないしょで、れいとうこにかくし

バのようで、 首 はキリンのように 長 ２０２３年 ました。そして、７ 月 になり、ヘンリ
くび なが ねん がつ

い、「へなそうる」という、へんな ーは、そのゆきだるまを 町 のみんな
まち

いきものにであいました。２人はへ １・２年生用 に見せることにしました。
ねん せい よう み

なそうるといっしょにあそびます。

世界でいちばん やかましい音 トラのじゅうたんになりたかったトラ きょうりゅうが学校にやってきた
せかい おと がつこ う
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むかし、世界でいちばんやかま インドのジャングルにすんでいる トムが、きょうしつのまどの 外 を
せかい そと

しかったガヤガヤのみやこで、い としとったトラは、えものがとれな ながめながら、きゅうしょくのこと

ちばんやかましいことがすきなの くて、ほねとかわばかりにやせてい をかんがえていると、木立からきょ
こだち

は、ギャオギャオ王子さまでした。 ました。 夜 、 王 さまのきゅうでんの うりゅうがあらわれました。そのき
おうじ よる おう

王子さまは、たんじょう日に、「世 まどからのぞくと、 王 さまとかぞく ょうりゅうは、子ウシくらいに 小 さ
おうじ び せ おう こ ちい

界 でいちばんやかましい 音 をきき がおいしそうなごはんを食べていて、 くて、スキップしながら、きょうし
かい おと た

たい」といいます。そこで、 王 さ うらやましくおもいました。ある つに 入 ってきました。こうちょう 先
おう はい せん

まは、世界じゅうの人たちに、同時に、「ギャオギ 日、めしつかいが、トラの毛がわの 生 は、 学 校 からきょうりゅうをお
せかい どうじ ひ け せい がつこう

ャオ王子、おたんじょう日おめでとう！」とさけん じゅうたんをほしているのを見て、トラはじゅうたんを いだすために、はくぶつかんとどう
おうじ び み

でもらうことにしました。 かくし、じぶんがせんたくひもにぶらさがります。 ぶつえんにでんわをかけます。


